











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































分） 離驚「１L」 くた物、】 （十六
人
分
）
（
十
七
人
分
）
「’一回目Ｊ「‐‐‐一一回目‐１Ｊ
前もって用意してあったシャーレの中の実験
物を各班に分けてみせる。
Ｃ先生、おそろしいね。
色が、変わってきている。
毛織物は、フェルトのようになっている。
Ｔ何しろ、アルカリ性に長くふれていると、
こんな状態になって着るものも着れません
ね。
Ｃでも、洗剤は、たいていアルカリ性なので
しょう。
⑦そうですよ。だから、どんなことが言える
だろうね。
Ｃ洗うものを洗剤液に長く、つけておけない。
Ｃすすぎをきれいにしたらよい。
Ｃどぷに流れると悪いような気がする。いろ
いろのものが入っているから、きめられた
量だけを使うようにするとか注意が必要で
す。
Ｔノートに分かったことと感想を書きましょ
う。
Ｔこの次は、洗たく機を使って洗たくの実習
をします。洗たく機が１台しかないので、
次のようにしてしましょう。（手順プリン
トを渡す）
子どもたちは、プリントをノートにはりつけ
たり、自分のしかたを記入したりしていた。
型 するすばすれ4［ 洗い物の出し入刃扣加別
冊
Ⅲ
『
実験３
再汚染を調べ
部分洗いはするが、
下洗いはしない
かたづけ トまとめ－＞ノ
続・Ｋ子のノ トより
･洗い方 よごれのひどいのは、前もって、石
けんで部分洗いをした。
・しぼり方…よくしっかりしぼり出す。
．干し方……布をよくのばして、たたいて、形
を整える。そして干す、クリップ
で落ちつかせる。
－反省一
友達と洗ったり、干したりすると、みんなの
仕方に〈せがあることが分かった。えりとか
カウスをきちっと伸ばしている人のを見習っ
て整えて干した。洗剤の量や、干し方、干し
てからのとり込み方で気をつけたいことが、
はっきりしたので、家でも生かしていきたい
と思った。
第４次９．１０時限の学習一いかす－
手持ちの衣類は、どのように入手したか。
また不用になったものをどうしていますか。
体に合わせて作ってもらいます。
買ってきます。
団
Ｔ
Ｉ
鱗；晴れ、気温25℃、水温21℃ ｃｃ、ポリエステル65％
－８３－
二二Ｊ」
【
一二三三塞言雲宰z二
ゆずってもらいました。
その中で、買ってくる時に、注意してみる
ものがありますね。
形がいいか、色がいいか等、みます。
品質表示をみます。
縫い方がしっかりしているかみます。
ともできないと思えた。評価については、指導
とともにこれからも十分留意していきたいと考
えている。本年は、評価活動の研究も続けてき
たのであるが、おもな研究でないので、割愛し
たいと思う。
Ｃ
⑦
ｃ
ｃ
Ｃ
Ⅳおわりに中略
不用になったものは、どうしていますか。
まだ、使えそうなものは、従兄弟にあげる
とかしました。
施設にあげたり、不用物交換で公民館へ持
っていったりしていました。
廃品に出す時もあります。
Ｔ
Ｃ
追求活動の充実は、日々の授業の累積によっ
て、児童の身につけさせていくものとしての結
論が出された。もちろん、子どもが授業の中で
主体になり対象に取り組み自らのもつ能力を、
駆使して教科内容を習得していくことが追求活
動である。家庭科は、合理`性や創造性に裏づけ
された技能教科であるから、教科固有の論理に
よって構成し、活動に工夫を試みてきた。
従って、教材構成した内容の全貌が分かるよ
うに授業の展開を発表した。その中の⑦の部分
は、授業の充実へ向けて、よりいっそう、子ど
もたちの学習行為をひき出そうとした発問であ
る。研究の主旨から、今、出会った子どもたち
は、どんな子どもたちか、をよく知ろうとする
教師の構えから、児童を主体にする授業が展開
できることをいっそう明らかにできたと思う。
また、教師自身が、いつも、現代に生きる子
たちのために、基礎・基本は、何かを検討して
いく必要があると思った。
Ｃ
Ｃ
後略
6．追求過程と能力形成
子どもたちが、学習の出発点で持っている力
をベースとして、この教材を通して、ここまで
高めたいと思う時、何を、どう教え、学ばせて
いったらよいのか。相と条件を明らかにしよう
とした。そこで、目標分類や題材構成をし指導
を試みてきた。これは、本年度研究の視点であ
る「未知と既知の間」、「豊かさ確かさを求め
る授業」の研究と同一方向にあると考えた。
目標分類で、能力形成のための視点を求め、
子どもたちのノートまとめや、作品、一行感想
等によって評価してきた。
生活的なまとまりを持たせた題材構成は、そ
れ自体が、能力形成につながることが判った。
また、指導の際、題材に出会う当初から、学
ぶことの何かをつかみ、自分のものとして教材
内容に迫っていくところは、子どもたちの力が
充実していたように思う。それは、やがて、生
活に生かせる力として蓄えられていくものと考
えたい。
しかし、ふと、ゆとりある充実というのは、
どんなことだろうと考えた。
それは、やはり、教師の十分な教材研究のも
とに展開された授業の中でこそ実現するのでは
ないかと思った。そうでなければ、子どもたち
の力が、いつどうなっていったのか見極めるこ
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